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研究成果の概要（和文）：　本研究では、訪問看護の移動中の交通事故の実態を明らかにすることを目的とし
て、全国の訪問看護事業所へのアンケート調査および訪問看護師への聞き取り調査を行った。
　アンケートに回答のあった事業所944件の１年間の事故発生件数897件であり、1施設あたりの１年間の事故発
生数は0.95件であった。事故の発生件数と訪問件数および移動時間との相関はみられなかった。第２段階の調査
である訪問看護師へのインタビュー調査では、事故の原因として､雪や雨などの悪天候に関するもの、時間の逼
迫による焦りがあることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： A nationwide questionnaire survey of home healthcare nursing establishments
 and interviews with home healthcare nurses were conducted to clarify the actual situation of 
traffic accidents during home healthcare nursing transportation.
 The 944 establishments that responded to the questionnaire had 897 accidents annually, or 0.95 
accidents annually per establishment. There was no correlation between the number of accidents and 
number of visits or travel times. In the second phase of the survey, interviews with home healthcare
 nurses revealed that the causes of accidents were related to bad weather conditions, such as snow 
and rain, and impatience because of time pressure.

研究分野：在宅看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究によって、訪問看護の移動中の交通事故の実態を明らかにすることができた。また、移動中の事故によ
り、看護師が入院､休職するという深刻な事態を引き起こしているケースもみられ、訪問看護師の多くが移動時
の不安を抱えていることや交通事故には至らなくてもヒヤッとする体験を持っていることも明らかになった。
　これらの事故を防止するために、訪問看護事業所の管理運営においては、看護師の安全面に配慮した訪問調整
や時間の確保、悪天候時等での注意喚起、マニュアル作成など、事故を引き起こす要因に対しての具体的な取り
組みが重要であることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
訪問看護で起こりうる事故は、「医療事故」、「ケア事故」、「交通事故」、「盗難・紛失・ 
破損」、「その他」の 5 つのカテゴリーに分類することができ、事故の対象として「利用者」、 
「家族、他」「職員（看護師）、事業所」がある（宮崎和加子 2003）。訪問看護の事故に関する研
究について「インシデント」をキーワードとして検索したところ、該当したのは 27 件であった
が、その多くが利用者に対しての医療事故またはケア事故に関するものであり、訪問看護師の移
動中の交通事故を詳細に取り上げた研究は、二階堂らの「訪問看護におけるインシデント・アク
シデントおよび予防・対応策の実態」（二階堂一枝ら 2004）のみであった。（医学中央雑誌での
検索：2016 年 10 月時点） 
訪問看護師の移動中の事故防止策については、各地の看護協会や訪問看護に関連する団体な 
どが中心となって事故防止マニュアルの作成などが積極的に行われ、訪問看護事業所および訪 
問看護師の賠償保険や傷害保険への加入が進められるなどの取り組みがなされている。しかし、
交通事故による負傷のため、看護師が長期にわたる休職や離職を余儀なくされるなどの出来事
が発生しており、このような場合、当事者である看護師だけでなく、周囲の看護師らもまた、不
安の気持ちを抱きながら日々の業務にあたっているという現状がある。このようなことから、訪
問看護師の交通事故についての現状の把握と具体的対策は急務であり、事故防止策を検討する
にあたっては、訪問方法や移動の手段、そして、これまでの事故についての詳細な分析が重要で
あると考えられた。 
 
２．研究の目的 
超高齢化時代における国の施策として在宅療養が推進される中、訪問看護の現場では、看護 
師が一人で療養者宅に訪問するという特性より、患者からの暴力や交通事故など、訪問看護な 
らではのトラブルが問題となっている。特に交通事故については、訪問看護におけるインシデ 
ント・アクシデント全体の 20%程度を占めており、看護師が不安の気持ちを抱えながら日々の
業務にあたっているという現状がみられる。 
交通事故の問題は、看護師の安全確保および訪問看護事業所を運営する上で重要な課題であ
ると考える。本研究では、訪問看護特有の交通事故の現状を明らかにし、事故の要因および事故
防止策について考察する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、全国の訪問看護事業所へのアンケート調査および訪問看護師へのインタビュー調
査の２段階の調査を行う。 
（1）全国の訪問看護事業所への郵送によるアンケート調査 
・全国訪問看護事業協会ホームページで公表されている日本全国の訪問看護事業所、約 9000 施
設のうち、地域ごとに無作為に抽出した 2000 施設に郵送にて調査を行う。 
・調査項目は、主なものとしては次のとおりである。 
①施設の属性に関わる項目（地域、施設規模、スタッフ数、療養者数等）、②療養者宅への移動
にかかわる項目（交通手段、移動時間、訪問範囲等）、③移動中の事故に関する項目（事故の発
生件数、事故の種類、負傷時の治療、事後の対応等）④事業所の管理に関する項目（自転車等の
管理方法、保険加入等） 
・収集したデータは、統計ソフトを用いて統計学的に分析を行う。 
（2）訪問看護師へのインタビュー調査 
・対象属性に関する事項、勤務状況に関する事項（訪問件数、療養者宅への移動の方法など）、
事故に関する事項（事故の経験の有無、ヒヤッとした出来事等）を聴き取る。 
・許可を得て IC レコーダーに録音し、逐語録を作成した後に質的分析を行う。 
 
４．研究成果 
 第１段階の調査では、アンケートに回答のあった事業所 944 件の１年間の事故発生件数 897 件
であり、1 施設あたりの１年間の事故発生数は 0.95 件であった。事故の発生件数と訪問件数お
よび移動時間との相関はみられなかった。負傷で最も多いのは頸椎捻挫で、以下、骨折、擦過傷、
打撲などがみられた。負傷後の経過としては、通院による治療がもっとも多かったが、事故の種
別と移動方法の関連では、ミニバイク、電動自転車、自転車の場合､事故時の負傷率が有意に高
かった。また、自由記述欄を分析した結果、事故の原因に関するもの、交通違反に関するもの、
事故対策に関するものに分類された。  
 これらへの対策として、時間のゆとりの確保が最も多く挙げられた。また、事故以外にも駐車
場の問題や交通違反に関する悩みや困難感についての記載がみられた。 
第２段階の調査である訪問看護師へのインタビュー調査では、事故の原因として､雪や雨など
の悪天候に関するもの、時間の逼迫による焦りがあることが明らかになった。また、訪問看護師
の多くが移動時の不安を抱えていることや交通事故には至らなくてもヒヤッとする体験を持っ



ていることが明らかになっており、看護師の心理面や行動特性と事故の関連を示唆する内容も
みられた。 
これらの事故を防止するために、訪問看護事業所の管理運営においては、看護師の安全面に配
慮した訪問調整や時間の確保、悪天候時等での注意喚起、マニュアル作成など、事故を引き起こ
す要因に対しての具体的な取り組みが重要であることが示唆された。 
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